
イベント詳細                                                                

2日間、きこえない世界にふれる「デフリンピック応援ステージ」。多彩なゲストと楽しい企画が続々登場！ 

来年のデフリンピックが楽しみになるきっかけをお届けします。                               

※イベントの開催時間は変更の可能性があります。最新の情報は公式ウェブサイトでご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【みるステージ】 注目のステージイベント 



11 月 15 日（金曜日） 

10:30～11:15  東京 2025 デフリンピック 1 Year To Go! セレモニー 

応援アンバサダーとアスリートの皆さんが参加。小中高生による投票で決定したメダルのデザインを発表しま

す！また、デフアスリートへの新しい応援スタイルもお披露目します！  

 
 

《応援アンバサダー》 
 

  
                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 
《デフアスリート》 

 

 

 

 

12:30～13:00  “手話アート”とダンスで全力応援！ 

門秀彦さんがライブペインティングを実演。さらに長濱ねるさんとSDGｓこどもユニットのミドリーズが、ダンス楽

曲「しゅわしゅわ☆デフリンピック！」を披露します。 

 

 

岡田海緒 
デフ陸上 

 

女子中距離走3種目の 

日本デフ記録保持者 

朝原宣治 

元短距離走日本代表 

亀澤理穂 
デフ卓球 

 

4大会で8個のメダル獲得 

長濱ねる 
俳優 

門秀彦 
“手話アート”の第一人者 

・絵描き 

山田真樹 
デフ陸上 

 

男子200ｍ、4×100mリレー 

金メダル 

川俣郁美 
日本財団職員 

ＫＩＫＩ 
デジタルヒューマン 

 

茨隆太郎 

デフ水泳 

 

男子200m個人メドレーなど 

4種目で金メダル 

長濱ねる ミドリーズ 
SDGｓこどもユニット 
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《手話アート》 《ダンス》 



13:30～14:15  “きこえない”ってどんなこと？ 川俣先生＆茨選手と学ぼう！デフリンピック 

川俣郁美さんと茨隆太郎選手を先生にお迎えした公開特別授業。生徒はミドリーズです。 

きこえない人々の“ろう者の文化”やデフリンピックについて楽しく深く学びます。 

 

 

15:00～15:30  陸上レジェンド・朝原宣治が迫る“音のない闘い” ～届けよう！新しい応援スタイル～ 

朝原宣治さんと山田真樹選手のスペシャルトーク。静寂の中で闘うデフアスリートの奥深い世界に迫ります。 

デフアスリートのための“新しい応援スタイル”開発メンバーの１人、牧原依里さんに思いを聞きます。 

 

 

 

16:00～16:30  みんな集まれ！デフリンピックを応援しよう♪ 

那須映里さんがパフォーマンスを披露。デフリンピックを応援するマスコットも集合して、みんなで「しゅわしゅ

わ☆デフリンピック！」を踊り、1日目のフィナーレを飾ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝原宣治 

川俣郁美 ミドリーズ 

 ベコ太郎 
福島県 

ゆりーと 
東京2025デフリンピック 

公式マスコット 

ふじっぴー 
静岡県 

 

コトミちゃん 
江東区 

 

山田真樹 

 
 

SUSIE（スージー） 
東京都スポーツ文化事業団 

 

茨隆太郎 
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《東京2025デフリンピック応援隊》 

那須映里 
手話エンターテイナー 

牧原依里 

 
 

©池田宏 



11 月 16 日（土曜日） 

11:00～11:30 こどもの城児童合唱団・混声合唱団 パフォーマンス 

世代や性別、国籍や障害の有無を超えた多様なメンバーによる合唱。歌詞を字幕や手話言語でも伝えて、デ

フリンピックをめざすアスリートたちを応援します。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

12:00～12:30 スペシャルライブステージ ～全国高校生手話パフォーマンス甲子園 優勝チーム presents～ 

手話言語を使ったパフォーマンスで表現力を競う『全国高校生手話パフォーマンス甲子園』。 

今年9月に鳥取県で開催された大会で優勝した熊本聾学校（演劇・コント・ポエム等部門）、久米田高等学

校（ダンス・歌唱部門）の2校が個性豊かなパフォーマンスを披露します。 

 

13:00～13:30  “世界一”に挑め！ フィッシャーズvs.デフバレー日本代表!! 

人気動画クリエイターのフィッシャーズが今年6月の世界選手権を制したデフバレーボール女子日本代表の

選手たちと共演！デフアスリートの魅力に迫り、そのスゴさを体感するゲームも実施します。 

 

 

 
 

フィッシャーズ 
クリエイター 

中田美緒 
デフバレーボール 

長谷山優美 
デフバレーボール 

熊本聾学校（熊本県） 
演目「ときそば今様」（コント） 

久米田高校（大阪府） 
演目「ありのままの自分」（ダンス） 

こどもの城児童合唱団・混声合唱団 



 

 

■ エリアマップ 

 

14:00～14:40 ～東京2020大会からデフリンピックへ～ 舞台「TRAIN TRAIN TRAIN」キックオフトークショー 

デフリンピックに向けて開催されるTOKYO FORWARD 2025 文化プログラムの１つで、東京2020パラリンピッ

ク開会式のレガシーから生まれる2025年の新作舞台『TRAIN TRAIN TRAIN』のキックオフトークショー。 

2020大会の開会式を振り返りながら受け継がれるレガシーと新作への期待を語ります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

手話言語通訳：麻生かおり、田中結夏 

主催：東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団 東京芸術劇場 

16:00～16:30 ホワイトハンドコーラスNIPPON ～手歌にトライ！ 1 Year To Go! スペシャルステージ～ 

ホワイトハンドコーラスNIPPONはインクルーシブな合唱団で、今回は特別に、芸術監督のコロンえりかさん、

手歌監修の井崎哲也さんの特別レクチャー！デフアスリート、ゆりーとなどがステージに勢揃いし、観客の皆

さまと一緒にベートーヴェンの「第九」を手歌で実演します。 

 

森山開次 和合由依 はるな愛 ウォーリー木下 

ホワイトハンドコーラスNIPPON コロンえりか・井崎哲也 

栗栖良依 

©細野晋司 

※ ホワイトハンドコーラスNIPPONは、障害のある子供と障害のない子供が一緒に音楽を楽しんで舞台をつくる団体

です。合唱団は声隊（こえたい）とサイン隊があり、声隊は合唱をし、サイン隊は白い手袋をして手話で音楽を視覚

的に“手歌（しゅか）”で表現します。 



 

門秀彦さんによるワークショップや手話言語が学べるワークショップなど、“きこえない世界”のコミュニケーション

を楽しく体験できるブースです。 

 

 

 

 

 

 ※詳細内容は決まり次第公式ウェブサイトでお知らせします。 

 

きこえない・きこえにくい人とのコミュニケーションを円滑にできるユニバーサルコミュニケーション技術（UC技術）

や、デフスポーツを支える技術などが体験できます。 

 

＜UC技術体験コーナー＞ 

字幕メガネを使った映像視聴体験、リアルタイム翻訳透明ディスプレイでの会話、店舗や施設とのコミュニケーシ

ョンをサポートするアプリなど、実際にUC技術を使って様々な体験ができます。 

 

＜スタートランプ体験コーナー＞ 

デフの陸上競技におけるスタートの合図は音ではなく「スタートランプ」の発光です。 

実際に使われているスタートランプでスタート体験ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

全部集めて、会場でおぼえた簡単な手話単語を披露すると、記念品がもらえます。 

 

 

 

 

 

スタートランプ 

【スタンプラリー】 

【みるケーション】 

【みるテクノ】 

透明ディスプレイ 


